
巻頭
　雲月山山焼き ２
連載
　防災特集　災害に備える ４
ガイド
　北広島町補助金ガイド ほか ８
連載・お知らせ
　健康通信・児童手当ほか 12
お知らせ伝言板
　定期巡回相談・ひきこもり専用相談 ほか 16
高原からの花便り
　未だ出会わず、ハスノハイチゴ 20

　４月14日、芸北地域にある雲月山で、３年ぶりとなる
山焼きが行われました。朝は雨が降り、開催が心配されま
したが、時間の経過とともに青空が広がりました。地域の
方々やボランティアスタッフの力により、無事終了しまし
た。今後も貴重な草花が草原の山に広がることでしょう。

（２，３ページに関連記事）　　

雲月山山焼き
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雲
月
山

山
焼
き

大人から子どもまで総出で山焼きを行う

　
標
高
約
９
１
２
メ
ー
ト
ル
の
雲
月
山

は
、
北
広
島
町
北
西
部
の
島
根
県
境
に

位
置
し
、
美
し
い
草
原
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。こ
の
草
原
の
環
境
を
守
る
た
め
、

地
域
住
民
等
に
よ
る
山
焼
き
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
一
昨
年
と
悪
天
候
に
よ
り
山

焼
き
が
で
き
な
い
年
が
続
き
、
今
年
も

朝
方
か
ら
雨
が
降
る
天
気
で
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
と
天
気
が
持
ち
直
し
、
約
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
肌
が
黒
く
塗
り
か
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
雲
月
山
の
山
焼
き
は
、
昭
和
中
期
頃
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地元の小学生が山焼き等の説明を行っている

当日参加されたみなさんで集合写真

次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
想
い

　
山
焼
き
に
は
、
地
元
の
雲
月
小
学
校

９
名
の
全
校
児
童
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
児
童
た
ち
は
、
山
焼
き
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
を
、
参
加
者
た
ち
に
説
明
し
ま

す
。
草
原
が
ど
れ
だ
け
貴
重
な
の
か
、

草
原
に
生
息
す
る
豊
か
な
動
植
物
こ
と

な
ど
、
自
分
た
ち
で
勉
強
し
た
こ
と
を

一
生
懸
命
話
し
ま
す
。

　
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
が

ど
れ
だ
け
豊
か
で
す
ば
ら
し
い
の
か
、

山
焼
き
に
参
加
す
る
こ
と
で
実
感
で
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
山
焼
き
に
参

加
し
て
い
る
事
は
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験

に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

多
く
の
人
が
集
ま
る
雲
月
山

　
山
焼
き
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
れ
ま
す
。
今
回
の

山
焼
き
に
は
総
勢
約
２
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
作
業
は
、
午
前
中
に
雑
草
を
刈
り
取

る
防
火
帯
づ
く
り
、
午
後
か
ら
火
入
れ

を
行
い
ま
す
。
山
ひ
と
つ
が
作
業
場
で

す
か
ら
、な
か
な
か
の
重
労
働
で
す
が
、

参
加
者
た
ち
は
実
に
楽
し
そ
う
に
働
い

て
い
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
が
宝
と
す
る
草
原
の
環
境

を
守
る
た
め
、
と
も
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
事
に
惹
か
れ
て
、
こ
れ
だ

け
の
人
々
が
雲
月
山
に
は
集
ま
っ
て
い

ま
す
。　

い
っ
た
ん
途
絶
え
、平
成
17
年
に
復
活
。

現
在
、
山
に
は
約
３
３
０
種
の
植
物
が

生
息
し
、
貴
重
な
野
生
生
物
の
生
息
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し

ま
し
た
。「
想
定
を
超
え
た
地
震
や
津

波
」
が
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

こ
と
か
ら
地
震
規
模
の
見
直
し
が
な
さ

れ
、
西
日
本
各
地
の
震
度
や
津
波
の
高

さ
も
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
東
海
沖
か
ら

四
国
沖
に
伸
び
る
海
底
の
巨
大
な
溝

「
南
海
ト
ラ
フ
」
で
今
後
30
年
以
内
に

地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
60
～
70
％
、

南
海
地
震
と
東
南
海
地
震
が
２
つ
同
時

に
起
こ
っ
た
場
合
、
地
震
の
規
模
は
Ｍ

８・
５
前
後
と
言
わ
れ
、
太
平
洋
岸
で

は
震
度
７
、
北
広
島
町
を
含
む
広
島
県

で
も
震
度
５
～
６
の
揺
れ
が
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
来
る
の
か
来
な
い
の
か
」
で
は
な

く
「
い
つ
来
る
の
か
」。
地
震
に
限
ら

ず
最
近
の
自
然
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

す
。
出
水
期
を
迎
え
、
私
た
ち
は
こ
の

よ
う
な
災
害
に
ど
う
備
え
、
行
動
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

我
が
家
の
災
害
環
境
を
知
る

　
防
災
を
考
え
る
第
一
歩
は
、
我
が
家

の
弱
点
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
大
き
な
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
、
家
具
の
固
定
が
な
さ
れ
て
い
る

か
、
木
造
密
集
地
域
で
あ
れ
ば
揺
れ
直

後
の
火
災
の
発
生
も
心
配
で
す
。

　
土
砂
災
害
で
は
、
裏
山
や
谷
筋
、
川

や
水
路
な
ど
、
危
険
箇
所
や
不
安
な
場

所
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

平
素
か
ら
川
や
谷
の
水
位
や
水
量
、
水

み
ち
な
ど
を
知
っ
て
、
災
害
の
前
ぶ
れ

に
気
づ
く
目
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

発
刊
「
平
成
23
年
豪
雪
の
記
録
」

　

平
成
23
年
の
豪
雪
を
記
憶
に
と
ど

め
、
今
後
の
雪
へ
の
備
え
や
雪
害
対
策

の
一
助
と
す
る
た
め
、 

記
録
誌
を
作
り

ま
し
た
。
役
場
や
主
要
施
設
に
備
え
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
若
干
の
予
備
が
あ
り
ま
す
。

希
望
に
よ
り
無
料
配
付
し
ま
す
の
で
、

総
務
課
又
は
各
支
所
自
治
振
興
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

災
害
に
備
え
る

防
災
特
集

身
の
安
全
を
守
る
た
め
に

　
弱
点
を
知
っ
た
ら
、
次
に
身
を
守
る

対
策
を
立
て
ま
す
。

　
地
震
は
前
ぶ
れ
な
く
や
っ
て
き
ま
す

が
、
台
風
や
大
雨
は
気
象
情
報
に
よ
り

あ
る
程
度
予
測
で
き
る
た
め
事
前
の
備

え
が
可
能
で
す
。

　
特
に
雨
が
引
き
金
と
な
る
土
砂
災
害

で
は
、
降
雨
の
状
況
や
雨
脚
に
注
意

し
、
普
段
と
違
う
何
か
に
気
づ
い
た
り

不
安
を
感
じ
た
ら
、
思
い
す
ご
し
と
思

わ
ず
に
避
難
行
動
に
移
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

災害は、自分たちの手で、防ぎたい

平成 23 年豪雪の記録
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我
が
家
で
決
め
る
避
難
場
所

　
町
内
に
は
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
し 

た
時
に
避
難
先
と
し
て
指
定
し
、
開
設

す
る
滞
在
型
の
避
難
施
設
が
あ
り
ま

す
。
緊
急
又
は
一
時
的
に
身
の
安
全
を

守
る
た
め
に
は
、
こ
れ
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
地
震
で
は
近
く
の
広
場
や

空
き
地
、
土
砂
災
害
で
は
親
せ
き
や
知

人
宅
、
近
く
の
集
会
所
な
ど
、
我
が
家

の
避
難
場
所
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

「
防
災
出
前
講
座
」
に
出
向
き
ま
す

　
町
で
は
要
請
を
受
け
て
「
防
災
出
前

講
座
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
地
域
ご
と

に
「
災
害
警
戒
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
、
地
域
の
災
害
環
境
と
対
策
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
ま
す
。
日
時

や
場
所
、参
加
人
数
等
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

各
支
所
自
治
振
興
課
振
興
係

芸
北
☎
２
１
１
０
大
朝
☎
２
２
１
１

豊
平
☎
１
１
２
２

第
４
代
消
防
団
長
に
花
升
隆
行
さ
ん

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
へ

期
待

　
北
広
島
町
消
防
団
長
と
し
て
３
年
間

活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
竹
内
求
さ
ん
（
田

原
）
の
退
任
に
伴
い
、
第
４
代
消
防
団

長
に
花
升
隆
行
さ
ん
（
都
志
見
）
が
、

４
月
１
日
付
け
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
で
は
こ
の
春
、
新
た
に

18
人
が
入
団
し
総
勢
７
７
０
名
と
な
り

ま
し
た
。
消
防
団
の
活
動
は
、
消
火
活

動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
風
水
害
時
の

水
防
活
動
、
救
出
救
護
や
避
難
誘
導
、

平
素
は
火
災
予
防
広
報
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
広
範
囲
に

わ
た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
社
会

環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
地
域

防
災
の
要
と
な
る
活
力
あ
る
消
防
団
を

目
指
し
た
取
り
組
み
に
、
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

災害に備える

自
主
的
な
警
戒
と
早
め
の
避
難

　
我
が
家
の
周
囲
を
含
む
地
域
の
災
害

環
境
は
、
山
の
荒
廃
や
河
川
改
修
、
宅

地
化
な
ど
様
々
な
要
因
で
変
化
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
環
境
の
変
化
を
し
っ
か

り
捉
え
、
自
主
的
な
警
戒
と
早
め
の
避

難
に
よ
り
、
先
ず
は
自
ら
の
身
を
守
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

安心・安全な地域を
自分たちの手で

　下川東地区の出前講座（４月２８日実施）

町指定避難施設の看板

下川東地区の災害警戒避難マニュアル

花升隆行新団長
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災
害
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

　
こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
の
時
期

を
迎
え
ま
す
。
近
年
北
広
島
町
で
も
局

地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
施

設
の
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。
農
業
用

水
路
等
に
土
砂
が
堆
積
し
て
な
い
か
、

た
め
池
に
ひ
び
割
れ
等
は
な
い
か
な
ど

を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
、
災
害
が
発
生
し
た
ら

　
災
害
を
発
見
し
た
ら
、
役
場
本
庁
建

設
課
、
ま
た
は
各
支
所
の
産
業
建
設
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
復
旧
工
事

　
災
害
に
よ
り
崩
れ
た
箇
所
を
直
す
災

害
復
旧
工
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
の

種
類
に
よ
っ
て
採
択
条
件
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

町
道　
道
路
幅
員
が
２
メ
ー
ト
ル
以
上

で
事
業
費
が
60
万
円
以
上
の
災
害

普
通
河
川　
河
岸
高
１
メ
ー
ト
ル
以
上

で
事
業
費
が
60
万
円
以
上
の
災
害

農
道　
道
路
幅
員
１・
２
メ
ー
ト
ル
以

上
で
受
益
戸
数
が
２
戸
以
上
で
事
業
費

が
40
万
円
以
上
の
災
害

農
地　
実
際
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
か
、

耕
作
で
き
る
状
態
に
管
理
さ
れ
て
い
る

農
地
で
事
業
費
が
40
万
円
以
上
の
災
害

農
業
用
施
設　
日
頃
か
ら
維
持
管
理
が

し
て
あ
り
、
受
益
戸
数
が
２
戸
以
上
あ

る
施
設
で
、
事
業
費
が
40
万
円
以
上
の

災
害

林
道　
町
の
林
道
台
帳
に
記
載
さ
れ
た

林
道
で
、
日
頃
か
ら
維
持
管
理
し
て
あ

り
、
事
業
費
が
40
万
円
以
上
の
災
害

雨
量　
24
時
間
雨
量
80
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
上
・
最
大
時
間
雨
量
20
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
上

※
そ
の
他
災
害
採
択
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

こ
れ
だ
け
は
や
ろ
う
！ 

た
め
池
管
理

　
た
め
池
の
災
害
防
止
に
は
日
頃
の
巡

視
点
検
、
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。

堤
体
の
変
形
や
漏
水
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
堤
体
に
陥
没
、
ひ
び
割
れ
、
水
の
し

み
出
し
が
決
壊
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

堤
体
の
立
ち
木
や
雑
草
は
刈
り
払
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う

　
堤
体
の
上
に
草
木
が
繁
っ
て
い
る
と

漏
水
や
ひ
び
割
れ
の
発
見
が
困
難
で

す
。

洪
水
吐
を
ふ
さ
い
で
い
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
か

　
洪
水
吐
に
土
の
う
を
積
ん
だ
り
、
網

を
張
っ
て
い
る
と
大
雨
の
時
に
水
が
堤

体
を
越
え
て
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

梅
雨
時
期
・
台
風
時
期
ま
で
に
大
雨
、

地
震
が
あ
っ
た
場
合
は
見
廻
り
を
し
ま

し
ょ
う

　
大
雨
や
地
震
の
後
に
異
常
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

問
建
設
課

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
０

災害は、自分たちの手で、防ぎたい

担当課 発生災害の種類

建設課土木係
支所産業建設課

町道
普通河川

建設課農林土木係
支所産業建設課

農道
農地（田・畑）
農業用施設（ため池・
頭首工・用排水路など）
林道
山林

産
業
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
作
業
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
毎
年
、
全
国
で
約
４
０
０
件
の
農
作

業
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
北
広
島
町
で
も
昨
年
23
件
（
う
ち
死

亡
事
故
2
件
）
の
農
作
業
事
故
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
も
多
い
農
作
業
死
亡
事
故
は
、
ト

ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・
転
倒
事
故
で
す
。

農
作
業
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
毎
日
の
安
全
確
認
の

積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。

　

農
作
業
事
故
を
減
ら
し
て
い
く
に

は
、
農
業
者
一
人
ひ
と
り
の
安
全
に
関

す
る
意
識
・
知
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

安
全
な
農
作
業
に
な
る
よ
う
、
み
ん
な

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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災害に備える

普通救命講習　受講申込書

住所 北広島町 電話番号（　　　）　　－番地

（男・女）氏名 生年月日（昭・平）  　 ・  　 ・

希望受講会場（希望会場を○で囲んでください。）

※すでに本講習の修了証をお持ちの方は、当日ご持参ください。
※個人情報は修了証発行に使用する以外、その他で使用されることは一切ありません。

北広島町役場豊平支所３階訓練室北広島町消防本部２階講堂

切り取り線

申し込み・お問い合わせ

■消防本部（署） 

■芸北出張所    

■大朝出張所

■豊平出張所

■ＦＡＸ受付

０５０-５８１２-１１１９
０８２６-７２-０１１９
０５０-５８１２-２１１９ 
０８２６-３６-３１１９
０５０-５８１２-３１１９
０８２６-８２-１１１９
０５０-５８１２-４１１９
０８２６-８３-０１１９
０８２６-７２-５１４５

日時及び講習会場

日時 時間 会場
７月 ７日 ( 土 ) 9:00 ～ 12:00 北広島町役場豊平支所３階訓練室
７月 ８日 ( 日 ) 9:00 ～ 12:00 北広島町消防本部２階講堂
※受講者を地域で限定するものではありません。どちらの会場でも受講できますの

で、多数の参加をお願いします。

講習内容、時間割
8:30 ～ 9:00 受付

  9:00 ～ 10:15 応急手当の必要性、ＡＥＤの取り扱い
10:20 ～ 10:50 心肺蘇生法（実技）
11:00 ～ 11:30 心肺蘇生法（ＡＥＤを併用した実技）
11:30 ～ 12:00 実技テスト

そ
ば
に
い
る
、
あ
な
た
の
助
け
が
必
要
で
す
！

普
通
救
命
講
習 
受
講
者
募
集

　
北
広
島
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
三
八
六
名
の
方

が
普
通
救
命
講
習
を
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
、
救
命
の
知
識
や
救
命
技
術
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
で
応
急
処
置

の
方
法
が
大
き
く
変
わ
り
、
新
し
く
心
肺
停
止
確
認

（
呼
吸
観
察
）
の
手
順
が
簡
素
化
さ
れ
、
胸
骨
圧
迫

か
ら
開
始
す
る
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。
過
去
に
受

講
し
た
方
も
、
再
度
の
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
講
習
は
３
時
間
で
す
。
応
急
手
当
の
講
義
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
方
法
な

ど
を
行
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
下
の
「
受
講
申

込
書
」
を
切
り
取
り
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
持
参
い

た
だ
く
か
、こ
の
ペ
ー
ジ
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

申し込み締め切り　平成24年７月５日（木）
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
☎ 0826-72-0119
IP050-5812-1119

平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は　
出
な
い
行
か
な
い　
離
れ
な
い
」

平
成
24
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
危
険
物　
め
ざ
せ
完
封　
ゼ
ロ
災
害
」
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北
広
島
町
補
助
金
ガ
イ
ド

団
体
の
活
動
を
支
援

■
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金

　
地
域
の
課
題
解
決
や
、
特
性

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
元
気
な

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
企

画
立
案
し
取
り
組
む
地
域
振
興

活
動
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
事
業
計
画
の
策
定

経
費
▼
新
た
な
地
域
振
興
活
動

経
費
を
対
象
に
10
万
円
。

企
画
課　
☎
１
８
５
６

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
整
備

費
補
助
金

　
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
と
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住

民
自
ら
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ム
整
備
事
業
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
建
物
の
新
築
に
要

す
る
経
費
▼
建
物
の
増
改
築
に

要
す
る
経
費
▼
建
物
の
維
持
修

繕
に
要
す
る
経
費
▼
建
物
の
取

得
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
対
象

に
、
経
費
の
２
分
の
１
を
補
助

（
上
限
額
あ
り
）。

企
画
課　
☎
１
８
５
６

■
防
犯
灯
設
置
補
助
金

　
地
域
住
民
の
生
活
と
安
全
を

守
る
た
め
、
地
域
住
民
組
織
が

設
置
す
る
防
犯
灯
の
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
防
犯
灯
の
新
設
及
び

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
転
換
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
、
１
灯
に
つ
き

５
千
円
（
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
）。

総
務
課　
☎
２
１
１
１

■
自
主
防
災
組
織
補
助
金

　
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
が

自
主
的
に
設
立
し
た
防
災
組
織

に
対
し
て
、
設
立
経
費
及
び
資

機
材
購
入
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
組
織
の
設
立
経
費

に
対
し
て
、
１
万
円
＋
組
織
構

成
世
帯
数
×
２
０
０
円
▼
資
機

材
購
入
経
費
に
対
し
て
、
５
万

円
＋
組
織
構
成
世
帯
数
×
１
千

円
。

総
務
課　
☎
２
１
１
１

■
地
域
施
工
支
援
事
業
補
助
金

　
国
ま
た
は
県
の
補
助
対
象
事

業
と
な
ら
な
い
農
道
、
林
道
、

橋
梁
、
公
共
性
の
高
い
か
ん
が

い
施
設
の
改
良
、
修
繕
、
災
害

復
旧
工
事
、
土
地
改
良
事
業
、

治
山
事
業
を
地
域
住
民
が
請
け

負
い
実
施
す
る
工
事
費
（
10
万

　
北
広
島
町
で
は
地
域
の
活
性
化
・
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
助
け
と

な
る
独
自
の
補
助
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
に
は
、
こ
ま
か
い
採
択
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
担
当
課
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
担
当
課
は
、
説
明
文
の
最

後
に
記
載
し
て
い
る
課
名
で
す
。
電
話
番
号
は
IP
電
話
の
下
４
桁
の

み
記
載
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
電
話
す
る
時
は
０
５
０
‐
５
８
１
２
の

後
に
各
課
の
番
号
を
加
え
て
お
か
け
く
だ
さ
い
。

広 告 募 集
　町内各世帯に届く広報きたひろしまに有料広告を出すことができます。商品の紹介や求人広
告など広報誌でアピールしませんか。
広告の種類
○１号広告　縦 4.5 ×横 17.3㎝　　広告料２０，０００円
○２号広告　縦 4.5 ×横 18.5㎝　　広告料１０，０００円
掲載場所
　表紙・裏表紙を除くページの最下段。イメージとして、１号広告なら最下段すべて。２号広
告なら横半分になります。
掲載方法
　企画課へ、申込書と納税証明、会社の詳細がわかるパンフレットを提出してください。なお、
申し込みは掲載を希望する号の１ヶ月前に行ってください。
広報きたひろしま
　毎月第３金曜日発行。発行数、約８，４００部。
問企画課企画調整係　☎０５０－５８１２－１８５６
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円
以
上
）
に
つ
い
て
補
助
し
ま

す
。

補
助
額　
10
万
円
を
限
度
に
総

工
事
費
の
４
～
５
割
を
補
助
。

●
原
材
料
支
給　
地
元
住
民
が

直
接
実
施
す
る
軽
微
な
維
持
修

繕
工
事
（
道
路
・
水
路
な
ど
）

に
つ
い
て
、
原
材
料
を
支
給
し

ま
す
。

原
材
料　
10
万
円
を
限
度
に
支

給
。

建
設
課　
☎
１
８
６
０

■
森
づ
く
り
事
業

　

里
山
林
な
ど
の
保
全
活
動

や
、
緑
と
ふ
れ
あ
う
場
を
活
用

し
た
交
流
事
業
の
経
費
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
▼
植
樹
経
費
な
ど
に

対
し
て
限
度
額
30
万
円
。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

■
有
害
鳥
獣
対
策

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な

ど
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
ト
タ
ン
や
電
気
柵
、
わ
な

の
購
入
費
な
ど
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。（
10
月
末
申
請
締
切
）

補
助
額　
▼
ト
タ
ン
・
電
気
柵

の
資
材
費
に
対
し
て
10
分
の
３

（
限
度
額
５
万
円
）
を
補
助
▼

囲
い
わ
な
・
箱
わ
な
の
購
入
費

に
対
し
て
２
分
の
１
（
限
度
額

10
～
５
万
円
）
を
補
助
（
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
）。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

■
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
町
民

総
ぐ
る
み
運
動
事
業

　
廃
棄
物
の
減
量
化
、
再
資
源

化
を
目
的
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
を
通
し
て
地
域
の
協
働
、
環

境
意
識
の
向
上
に
資
す
る
た

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　
▼
新
聞
紙
な
ど
の
古

紙
▼
ア
ル
ミ
缶
▼
ス
チ
ー
ル
缶

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
対
し
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
５
円
。

町
民
課　
☎
１
８
５
４

■
ひ
ろ
し
ま
ア
ダ
プ
ト
活
動　

支
援
事
業
（
広
島
県
事
業
）

　
広
島
県
が
管
理
す
る
道
路
・

河
川
に
つ
い
て
、
ア
ダ
プ
ト
活

動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
活

動
経
費
の
一
部
を
奨
励
金
と
し

て
補
助
し
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
は

　
ア
ダ
プ
ト
が
「
養
子
縁
組
を

す
る
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
住

民
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
清

掃
・
草
刈
活
動
を
中
心
に
、
公

共
空
間
を
わ
が
子
の
よ
う
に
面

倒
を
見
て
い
く
活
動
。

補
助
額　

５
千
円
～
２
万
円

（
活
動
参
加
人
数
に
よ
る
）。

建
設
課　
☎
１
８
６
０

子
ど
も
を
安
心
し
て

生
み
育
て
ら
れ
る
地
域
に

■
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
高

額
な
治
療
費
が
か
か
る
体
外
受

精
、
顕
微
受
精
な
ど
の
特
定
不

妊
治
療
に
対
し
て
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
及
び
妊
娠
出
産
の
機

会
の
促
進
を
図
る
た
め
、
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
１
回
あ
た
り
限
度
額

15
万
円
（
回
数
制
限
あ
り
）。

保
健
課　
☎
１
８
５
３

■
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
レ
ン
タ
ル
事
業

　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

地
域
の
実
現
を
目
標
に
、
乳
児

用
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
と
幼
児
用

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
安
価
で

貸
し
出
す
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

レ
ン
タ
ル
料　
乳
児
用
１
ヶ
月

～
９
ヶ
月
ま
で
、
幼
児
用
１
ヶ

月
か
ら
12
ヶ
月
ま
で
貸
し
出
し

ま
す
。
レ
ン
タ
ル
料
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

福
祉
課　
☎
１
８
５
１

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成

■
農
業
者
大
学
校
就
学
支
援

　

25
歳
未
満
の
町
内
在
住
者

が
、
農
業
技
術
大
学
校
に
就
学

す
る
場
合
、
学
費
及
び
寮
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

■
新
規
就
農
研
修
支
援

　
39
歳
以
下
の
研
修
生
が
、
北

広
島
町
新
規
就
農
研
修
施
設
や

先
進
農
家
、
後
継
者
を
必
要
と

す
る
集
落
法
人
に
お
い
て
、
２

年
間
実
践
研
修
す
る
期
間
の
研

修
資
金
を
補
助
し
ま
す
。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

■
新
規
就
農
支
援

　
認
定
就
農
計
画
を
策
定
し
県

の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
就
農

時
に
支
援
金
を
補
助
し
ま
す
。

産
業
課　
☎
１
８
５
７

※
農
業
の
新
規
就
農
の
支
援
事

業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
国
の
新
規
就
農
支
援
制
度
も

出
来
ま
し
た
。（
９
ペ
ー
ジ
）

■
園
芸
振
興
事
業

　
少
量
他
品
目
出
荷
用
野
菜
の

生
産
に
取
組
む
生
産
者
を
支
援

す
る
事
業
と
し
て
、
そ
の
施
設

等
導
入
に
係
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
額　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
導

入
（
経
費
の
２
分
の
１
、
上
限

30
万
円)

ほ
か

産
業
課
　
☎
１
８
５
７

生
活
環
境
の
改
善
に
支
援

■
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
（
設

置
・
維
持
管
理
費
）
補
助
金

　
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
区

域
以
外
で
、
小
型
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
・
維
持
管
理
費
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
額　

10
人
槽
～
５
人
槽

の
設
置
に
お
い
て
、
限
度
額

88
万
８
千
円
～
55
万
４
千
円

（
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
）。

上
下
水
道
課　
☎
１
８
６
１
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助成機関・団体 対象となる民俗芸能 締切 限度額
財団法人伝統文化活性化国民協会 国指定無形民俗文化財など ８月 50 万円
エネルギア文化スポーツ財団 伝統文化など 11 月 25 万円
三菱 UFJ 信託地域文化財団 伝統芸能など 11 月 50 万円
社団法人全日本郷土芸能協会 伝統文化の後継者育成 11 月 大会出演
ひろしま文化振興財団 郷土文化・文化のまちづくり 11 月 30 万円
沖永文化振興財団 伝統的民俗芸能 11 月 20 ～ 50 万円
地域伝統芸能活用センター 伝統芸能 12 月 記念公演出演
三井住友海上文化財団 郷土芸能・音楽の国際交流 12 月 50 万円
明治安田クオリティオブライフ文化財団 民俗芸能、伝統的生活技術 １月 70 万円
財団法人伝統文化活性化国民協会 伝統文化の後継者育成 ２月 90 万円
ポーラ伝統文化振興財団 伝統技術・伝統芸能など ３月 30 ～ 200 万円

た
め
の
住
居
を
新
築
・
改
修
す

る
場
合
の
経
費
を
補
助
し
ま

す
。

補
助
額　
購
入
費
、
施
工
費
用

の
５
％
～
2.5
％
（
限
度
額
50
万

円
～
25
万
円
）。

企
画
課　
☎
１
８
５
６

守
り
伝
え
よ
う
民
俗
芸
能

■
民
俗
芸
能
（
神
楽
・
花
田
植

な
ど
）
に
対
す
る
助
成

　

衣
装
・
器
材
な
ど
の
修
繕
・

購
入
を
お
考
え
の
場
合
は
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
助
成
制

度
を
持
つ
機
関
・
団
体
を
紹
介

し
ま
す
。
提
出
物
の
準
備
な
ど

多
数
の
書
類
が
必
要
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
は

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
額　
下
表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課　
☎
１
８
６
４

■
生
活
用
水
取
水
施
設
整
備
補

助
金

水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
に
お
い
て
生
活
用
水
を

確
保
す
る
た
め
井
戸
等
を
設
置

す
る
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
限
度
額
60
万
円
）

上
下
水
道
課
☎
１
８
６
１

■
北
広
島
町
子
育
て・高
齢
者・

障
害
者
あ
ん
し
ん
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者

の
住
居
内
で
の
負
担
軽
減
と
事

故
防
止
な
ど
生
活
環
境
の
向
上

を
図
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
、

高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　
（
30
万
円
を
超
え
る
）

対
象
費
用
の
10
分
の
１
以
内

（
限
度
額
10
万
円
）。

福
祉
課　
☎
１
８
５
１

新
規
定
住
者
を
迎
え
る
た
め
に

■
新
規
定
住
化
促
進
対
策
事
業

　
新
規
定
住
者
が
新
し
く
住
む

必ず、事前の相談を！
　補助金ガイドには大まかな内容しか載せていません。補助金の申請を考えている場合は、
必ず事前に担当課へ相談してください。

補助金は着手前の申請が原則です！
　事業を行った後の申請では補助金を交付することはできません。
　必ず、事前に申請して、正式な交付決定を受けてください。



国
の
青
年
就
農
給
付
金
制
度

　
農
業
に
従
事
す
る
方
の
高
齢
化
な
ど

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
北
広
島
町
で
は

平
成
23
年
度
よ
り
新
規
就
農
者
の
確
保

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
国
に
お

い
て
も
平
成
24
年
度
よ
り
、
新
規
就
農

者
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
国
の
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

就
農
の
た
め
の
研
修
に
対
す
る
給
付
金

（
就
農
準
備
型
）

　
研
修
期
間
（
２
年
間
）
は
所
得
を
確

保
す
る
事
が
難
し
い
た
め
、
青
年
就
農

給
付
金
（
年
間
１
５
０
万
円
）
を
給
付

し
ま
す
。
給
付
に
は
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
主
な
要
件
〉

①
新
た
に
就
農
す
る
予
定
年
齢
が
45
歳

未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
県
が
認
め
た
研
修
機
関
な
ど
で
、
一

定
期
間
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
。

③
研
修
先
と
の
間
で
常
勤
の
雇
用
契
約

を
結
ん
で
い
な
い
こ
と
。

④
原
則
、
生
活
費
の
確
保
を
目
的
と
し

た
給
付
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
な
ど
。　

●
な
お
、
次
の
場
合
は
受
け
取
っ
た
給

付
金
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
研
修
終
了
後
に
専
業
農
家
と
し
て
独

立
し
自
営
就
農
し
な
い
場
合
。
ま
た

は
農
業
生
産
法
人
な
ど
の
常
勤
雇

用
契
約
を
行
わ
な
い
場
合
。

②
就
農
後
の
一
定
期
間
、
農
業
経
営

ま
た
は
雇
用
就
農
の
継
続
を
し
な

か
っ
た
場
合
。

③
適
切
な
研
修
を
実
施
し
な
か
っ
た
場

合
な
ど

就
農
直
後
の
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

　
新
規
に
就
農
を
始
め
た
直
後
は
、
安

定
し
た
所
得
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し

い
た
め
、
青
年
就
農
給
付
金
（
年
間

１
５
０
万
円
）
を
給
付
し
ま
す
（
経
営

開
始
後
５
年
以
内
）。
給
付
に
は
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

〈
主
な
要
件
〉

①
新
規
就
農
時
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
。

②
新
規
に
専
業
農
家
と
し
て
独
立
・
自

営
す
る
こ
と
。

③
専
業
農
家
で
あ
る
親
元
へ
の
就
農
の

場
合
は
給
付
対
象
と
し
な
い
。
た
だ

し
、
新
規
に
親
の
農
業
経
営
に
従
事

し
て
５
年
以
内
に
経
営
権
の
す
べ

て
を
譲
り
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
譲

り
受
け
た
時
点
か
ら
給
付
す
る
。

④
農
業
で
生
計
が
成
り
立
ち
、
か
つ
実

現
可
能
な
経
営
開
始
計
画
の
承
認

を
受
け
る
こ
と
。

⑤
地
域
ま
た
は
集
落
の
中
心
と
な
る
経

営
体
な
ど
を
定
め
る
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
に
新
規
就
農
者
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
。

⑥
原
則
、
生
活
費
の
確
保
を
目
的
と
し

た
給
付
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。

⑦
平
成
20
年
４
月
以
降
に
農
業
経
営
を

開
始
し
た
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

●
な
お
、
次
の
場
合
は
返
還
ま
た
は
給

付
停
止
と
な
り
ま
す
。

①
前
年
の
所
得
が
２
５
０
万
円
以
上
の

場
合
。

②
自
立
・
独
立
し
た
農
業
経
営
を
止
め

た
場
合
。

③
経
営
開
始
計
画
に
従
わ
な
い
な
ど
、

適
切
な
経
営
を
し
て
い
な
い
場
合
。

④
所
定
の
報
告
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

な
ど
。

青
年
就
農
給
付
金

　

給
付
金
の
受
給
を
希
望
す
る
方
は
、

次
の
窓
口
で
詳
細
な
要
件
な
ど
を
確
認

の
上
、
相
談
ま
た
は
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
な
お
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
実
施
と

な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
申
請
ま
た
は
相
談
窓
口

問
就
農
準
備
型

　
広
島
県
庁
農
業
担
い
手
支
援
課

　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
５
５
１

問
経
営
開
始
型

　
産
業
課
新
規
就
農
推
進
室

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７
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千
代
田
地
域
の
八
重
東
小
学
校
は
、
ま

め
マ
メ
健
康
応
援
団
登
録
施
設
で
す
。
運

動
、
歯
の
健
康
、
敷
地
内
禁
煙
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
週
火
・
木
曜
日
に
は
、
休
憩
時
間
な

ど
を
利
用
し
て
10
分
間
の
運
動
を
し
て
い

ま
す
。
サ
ー
キ
ッ
ト
運
動
、
縄
跳
び
、
マ

ラ
ソ
ン
等
、
運
動
を
一
つ
決
め
て
全
校
で

継
続
し
て
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
給
食
献
立
は
松
村
栄
養

教
諭
が
担
当
さ
れ
て
お
り
、
千
代
田
地
域

の
小
学
校
で
は
、「
お
お
か
み
マ
ン
デ
ー
」

と
い
っ
て
、
月
曜
日
の
給
食
に
は
特
に
意

識
し
て
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
食
材
を
入

れ
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
取
り
組
み
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在

163
施
設
が「
ま
め
マ
メ
健
康
応
援

団
」に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
健

康
づ
く
り
を
し
て
い
る
事
業
所
や
団
体

は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

（
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
取
材
班
）

ま
め
マ
メ
健
康
応
援
団
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！

　

野
菜
は
１
日
両
手
い
っ
ぱ
い
の

３
５
０
ｇ
以
上
を
摂
る
こ
と
が
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。野
菜
を
食
べ
る
こ
と
は
、

肥
満
予
防
、
が
ん
予
防
、
高
血
圧
の
予

防
な
ど
い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
！

   
毎
回
の
食
事
に
野
菜
の
お
か
ず
を
最

低
一
品
つ
け
ま
し
ょ
う
。

６
月
は
食
育
月
間
で
す
！

朝
食
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！ 

　
寝
て
い
る
時
に
は
、
体
は
動
い
て
い

ま
せ
ん
が
、
脳
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
朝
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し

た
「
ガ
ス
欠
」
状
態
。
朝
食
を
食
べ
な

い
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
か
ら
っ
ぽ
の
ま

ま
で
す
か
ら
、
体
も
脳
も
エ
ン
ジ
ン
が

か
か
ら
ず
、
集
中
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
朝
食
を
抜
く
と
、
間
食
を

食
べ
過
ぎ
た
り
、
体
が
脂
肪
を
た
め

こ
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
朝
食
を
食
べ

て
、
脳
と
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

   

   

む
し
歯
は
、
口
の
中
に
い
る
む
し
歯

菌
が
砂
糖
か
ら
酸
を
つ
く
り
、
歯
を
溶

か
し
進
行
し
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
の

乳
歯
は
永
久
歯
よ
り
も
や
わ
ら
か
く
、

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
で
す
。
む
し
歯

の
予
防
は
だ
ら
だ
ら
と
甘
い
お
や
つ
を

食
べ
な
い
こ
と
、
口
の
中
の
砂
糖
な
ど

の
食
べ
残
し
を
取
り
除
く
た
め
に
歯
み

が
き
を
す
る
こ
と
で
す
。

   

乳
歯
か
ら
の
む
し
歯
予
防
に
、
４
歳

ま
で
の
幼
児
を
対
象
に
「
歯
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
・
フ
ッ
素
塗
布
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
歯
科
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

北広島町では、毎日朝食を食べ
ている人は 88.1％です。食べな
いと答えたのは 30 ～ 40 代に多
かったです。

（まめマメアンケート結果より）

野菜をあまり食べていない人は
44.8％です。特に男性の野菜不
足が気になります。

（まめマメアンケート結果より）

６
月
４
日
は

      「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」
で
す
。

楽しく歩いて健康づくり！
月一ウォーキングのご案内

平成２４年６月２５日（月）

１０：００～１２：００

会場　大朝保健センター

＊お誘い合わせて
　　       お越しください。

◎献立名
麦ごはん、焼きししゃも
春雨サラダ、ふろふき大根
くるみソース、牛乳

十分食べている
6%

まあまあ
食べている
47%

食べていない
45%

無回答

食べない

無回答 1%
4%

時々食べている
７%

2%

野菜を毎日両手いっぱい食べている？

毎朝、朝食を食べていますか？

毎日食べている
88%

十分食べている
6%

まあまあ
食べている
47%

食べていない
45%

無回答

食べない

無回答 1%
4%

時々食べている
７%

2%

野菜を毎日両手いっぱい食べている？

毎朝、朝食を食べていますか？

毎日食べている
88%
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IP ☎７４４７問 きたひろネットセンター

きたひろネットセンターの窓口業務
　平日８時３０分から１７時１５分→８時３０分から１７時３０分に変更になりました。
　また、窓口受付時間内に事前に予約をしていただいた場合は、時間外及び休日対応を行います。

きたひろネット基本料金の減免制度
　生活保護世帯の方は、基本料金（２千円）が無料になり、町民税の非課税の世帯の方については、
基本料金（２千円）が半額になる減免制度があります。本人申請となりますので、役場きたひろネッ
トセンター又は、各支所自治振興課で申請してください。申請には印鑑が必要です。
　現在、減免されている方は新たに申請する必要はありません。継続して審査を行います。審査結
果により、減免制度の該当にならない場合もあります。

雷にはご注意ください
　雷が発生しやすい時季です。各ご家庭での被害を防ぐためにも、落雷想定時はきたひろネットモ
デム、音声お知らせ端末、パソコンなどの電源コンセントを抜いてください。
※ただし落雷が近づいた場合は安全のためコンセントに触らないでください。

音声告知端末の電池点検をお願いします
　音声告知のスピーカーには、停電対応用に乾電池が入っています。乾電池は自然消耗します。１
年に１回は新しいものと交換してください。（使用する乾電池は単三形４本です。）
　梅雨時期の停電に備えて点検をお願いします。

アザレアからのお知らせ
 ＜アザレア グランドゴルフパック＞　

平成24年５月1日から６月下旬までの平日
　　　　　　　　　　　　　　　　(火曜日を除く）  

昼食パック　（うどん・おむすび）　９８０円
宴会パック　（本格懐石料理）　３，９８０円

運動公園内　芝広場使用（５名様から）
＜アザレアセラミック湯＞11：00～19：30（火曜日を除く）

  お問い合わせ
アザレア千代田 ・千代田運動公園　☎０８２６－７２－７５００

広告
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子
ど
も
手
当
か
ら
児
童
手
当
に	

　
「
児
童
手
当
法
」
が
改
正
さ
れ
、
平

成
24
年
４
月
か
ら「
子
ど
も
手
当
」は
、

「
児
童
手
当
」
と
な
り
ま
し
た
。	

　
支
給
額
は
、
表
の
と
お
り
で
、
こ
れ

ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
３
月
末
ま
で
「
子
ど
も
手
当
」
の
受

期間 変更前
～平成 24 年３月 31 日

変更後
平成 24 年４月１日～

法律 子ども手当 児童手当

支
給
月
額

３歳未満
（誕生月まで） １５，０００円 １５，０００円

３歳 ～
小学校
修了前

第１子
第２子 １０, ０００円 １０, ０００円

第３子
以降※ １５，０００円 １５，０００円

中学生 １０，０００円 １０，０００円
所得が所得制限
限度額以上　　
の場合　　　　

所得制限なし
５，０００円（一律）

６月分から所得制限が適用されます。
平成 24 年４，５月分は所得制限はありません。

対象児童 児童が日本に住んでいることが必要です。

支 給 対 象 父 母 の う
ち、どちらが受給で

きる？

同居している保護者間（主に父母）では、収入が高い方
へ支給します。ただし、保護者が離婚協議中別居の場合は、
児童と同居している方が受給できる場合もあります。（公
的な書類の証明が必要です。）

施設入所児童 施設の設置者などに支給

未成年後見人 未成年後見人や、父母の指定する者（父母が国外居住の
場合）が受給することができる。

支給日
２・３月分 ４・５月分 ６～９月分

平成 24 年６月 11 日予定 平 成 24 年 10
月 10 日予定

表 ◆ 平成 24 年度以降の児童手当について（制度の変更点）	

☆
児
童
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
成
長
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る

と
い
う
趣
旨
の
も
と
支
給
さ
れ
ま
す
。

趣
旨
に
基
づ
き
、
有
効
に
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

	

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
気

軽
な
相
談
相
手
で
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
悩
み

を
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

人
権
総
合
相
談
所

　
年
１
回
町
内
4
会
場
で
人
権
総
合
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
家
庭
内
の
も
め

ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ

め
や
差
別
な
ど
幅
広
い
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
人
権
擁
護
委
員
と
司
法
書
士

が
応
じ
ま
す
。

　
開
催
日
時
は
、広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま・

お
知
ら
せ
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

北
広
島
町
人
権
擁
護
委
員
名
簿

本
田 

正
治

細
見
１
４
１
０

田
村 

紀
子

西
八
幡
原
３
８
７‐１

岩
田 

正
平

大
塚
２
３
０
７‐１

田
村 

征
治

大
朝
４
４
４
２‐２

藤
田 

利
昭

岩
戸
２
５
６
４‐１

箕
野 

春
人

古
保
利
２
２
８‐１

森
分 

光
惠

有
田
１
０
５
８

服
部 

紀
郎

壬
生
２
５
５

中
増 

敏
昭

寺
原
１
４
２
６

神
川 

潔

今
吉
田
１
２
３
８‐１

沖
政 

長
公

戸
谷
４
０
２
１

齊
藤 

實

中
原
１
８
２
１‐２

問
北
広
島
町
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
５
０
２
０

給
者
で
、
４
月
以
降
も
、「
児
童
手
当
」

の
支
給
対
象
者
の
方
は
、
継
続
受
給
と

な
り
ま
す
の
で
、
制
度
改
正
に
伴
う
新

た
な
申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　
た
だ
し
、
６
月
に
、
更
新
の
手
続
き

と
な
る
現
況
届
の
提
出
は
必
要
で
す
。

（
現
況
届
は
、
後
日
郵
送
し
ま
す
。）

　
な
お
、６
月
分
よ
り
（
支
給
時
期
は
、

平
成
24
年
10
月
）
所
得
制
限
が
導
入
さ

れ
、
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方
の
手

当
月
額
は
、児
童
の
年
齢
に
関
係
な
く
、

５
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※第３子のカウントは、18 歳に達する日以後の最初の３月 31 日までの間にある子どもの
中で数えます。
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旭日単光章　郷田俊三さん

高齢者叙勲伝達式
郷田俊三さんが受章
　元大朝町議会議員　郷田俊三さんが、高齢者
叙勲を受章されました。
　郷田さんは、昭和 46 年から平成３年までの
５期 20 年の長きにわたり、議員活動を続けら
れました。大朝町議会産業建設常任委員会委員
長、大朝町議会総務常任委員会委員長等を歴任
し、農業の振興などに尽力され、地域の発展に
多大な貢献をされました。　

町長室を訪問された連合保存会会長の大下俊幸さん

エネルギア伝統文化賞受賞
安芸のはやし田連合保存会が受賞
　この賞は、公益財団法人エネルギア文化・ス
ポーツ財団から民俗芸能・伝統工芸等伝統文化
の保存伝承および振興に功績のある方に贈られ
るものです。国の重要無形民俗文化財の「安芸
のはやし田」 は、新庄郷土芸術保存会と原田は
やし田保存会（安芸高田市）が指定を受けてい
ます。連合保存会を結成した２団体は、伝統行
事の保存伝承に多大な貢献をはたしています。

内容
会場・日程 ( 時間：午後２時～４時まで）

芸北文化ホール 大朝保健センター 千代田中央公民館 豊平ふれあい健康館
認知症になっても大丈夫
～安心のまちづくり～ ６月８日（金） ６月18日（月） ６月12日（火） ６月15日（金）

わたしらしく・心地よく・
歳を取りましょう
～高齢期の心と体の運動～

６月21日（木） ７月２日（月） ７月10日（火） ６月26日（火）

介護予防ボランティアって！？
～私もあなたも輝くために～ ６月29日（金） ７月24日（火） ７月27日（金） ７月６日（金）

お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集
中

　
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
元
気

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　
歳
を
と
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
町
で
安

心
し
て
過
ご
し
た
い
。そ
ん
な
思
い
を
、

お
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
介
護
予
防
活
動
を
進
め
る
こ
と

で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
各
地
で

開
催
す
る
介
護
予
防
教
室
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
地
域
を
元

気
に
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者

　
介
護
予
防
に
関
心
が
あ
っ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
介
護
予
防
教
室
な
ど

で
活
動
で
き
、
３
回
の
講
座
に
通
し
て

参
加
可
能
な
方
。

締
切　
平
成
24
年
６
月
５
日
（
火
）

参
加
費　
無
料

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
保

健
課
内
）

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

日程表

あ
な
た
の
力
で
地
域
を
元
気
に
！
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
期
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

　
西
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
児
童

福
祉
司
や
児
童
心
理
司
に
よ
る
「
定
期

巡
回
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
関
す
る
心
配

事
や
悩
み
な
ど
の
相
談
、
療
育
手
帳
の

再
判
定
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

を
希
望
す
る
方
は
、
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、
役
場
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

開
催
日　
毎
月
第
１
金
曜
日
（
平
成
25

年
１
月
は
実
施
な
し
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場
所　
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
☎
１
８
５
１

■
ひ
き
こ
も
り
専
用
相
談

　
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
な
ど
か
ら
の
相

談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
状
況
に
応
じ

た
助
言
、
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
を

図
り
、
社
会
参
加
へ
の
一
助
を
担
っ
て

い
ま
す
。

相
談
日

　
６
月
13
日
（
水
）・
７
月
11
日
（
水
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場
所　
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

ス
タ
ッ
フ　
保
健
所
の
保
健
師

問
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１

■
平
成
24
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施

　
広
島
県
に
お
い
て
平
成
24
年
度
調
理

師
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
の
日
時

　

平
成
24
年
８
月
８
日(

水)　
　
　

　
午
後
１
時
～
３
時

試
験
場
所　
鈴
峯
女
子
短
期
大
学
・
福

山
平
成
大
学

受
験
願
書
の
配
布
期
間

　
平
成
24
年
５
月
14
日
（
月
）
か
ら

　
平
成
24
年
６
月
21
日
（
木
）
ま
で

受
験
願
書
の
受
付
期
間

　
平
成
24
年
６
月
12
日
（
火
）
か
ら

　
平
成
24
年
６
月
21
日
（
木
）
ま
で

受
験
願
書
の
配
布
及
び
提
出
先

　
北
広
島
町
役
場
保
健
課
健
康
増
進
係

問
保
健
課
☎
１
８
５
３

■
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
月
間

　
５
月
・
６
月
は
不
正
大
麻
・
け
し
撲

滅
運
動
月
間
で
す
。
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
、
庭
先
な
ど
で
美
し
い
花
を
咲

か
せ
て
私
た
ち
の
目
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
け
し
に
は
、
植
え
て
は
い
け
な
い
種

類
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

植
え
て
も
よ
い
け
し
は
、「
ひ
な
げ

し
」「
お
に
げ
し
」「
あ
ざ
み
げ
し
」
な

ど
で
、
全
体
に
毛
が
多
く
生
え
て
い
ま

す
。
反
対
に
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
に
は
毛
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
葉
や
茎

は
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
お
り
、
葉
が

茎
を
巻
き
込
む
よ
う
に
し
て
付
い
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
大
麻
は
、
昔
か
ら
「
あ
さ
」

と
呼
ば
れ
、
繊
維
や
種
子
を
採
る
た
め

に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
麻
薬
成

分
を
含
み
一
般
的
に
は
栽
培
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
け
し
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
や
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
や
大
麻
を
見
か
け
た
と
き
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
☎
１
８
５
３

■
北
広
島
町
ド
リ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
事
業

　
北
広
島
町
ド
リ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
事
業

で
選
ば
れ
た
、｢

大
工
さ
ん
に
な
り
た

い
の
で
、
大
工
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
、
鳥
の
巣
箱
を
作
り
鳥
に
住
ん

で
も
ら
い
た
い｣

と
い
う
夢
を
応
援
す お世話になった方々と一緒に大朝小学校で記念写真
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保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問



☆健康に関する相談窓口☆
　赤ちゃんから高齢者まで、健康や介護に関す
ることなど、お気軽に相談ください。
　☎保健課　　　　　　　　　　　IP１８５３
　　芸北ホリスティックセンター　IP２２３０
　　大朝保健センター　　　　　　IP２２１１
　　豊平保健福祉総合センター　　IP１５０１

る
た
め
、
最
後
の
作
業
と
し
て
、
３
月

28
日
に
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
小
鳥
用
巣
箱

の
作
成
・
観
察
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
用
巣

箱
の
作
成
、
活
動
を
大
朝
小
学
校
学
習

発
表
会
で
は
劇
で
表
現
し
て
き
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
、
保
護
者
の
方
の
ご

支
援
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
児
童
が
自
分
の
作
っ
た

巣
箱
を
観
察
し
て
鳥
に
住
ん
で
も
ら
い

た
い
と
い
う
夢
を
実
現
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
☎
１
８
６
４

■
平
成
24
年
度
慰
霊
巡
拝
の
実
施

　
政
府
は
、
旧
主
要
戦
域
と
な
っ
た
陸

上
や
、
遺
骨
収
集
の
望
め
な
い
海
上
等

に
お
け
る
戦
没
者
を
対
象
と
し
て
、
遺

族
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
慰
霊
巡

拝
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
下
表
の
通
り
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
申
込
み
に

必
要
な
書
類
な
ど
詳
細
は
、
役
場
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
１
８
５
１

　

広
島
県
社
会
援
護
課
援
護
恩
給
グ

ル
ー
プ
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
０
３
６

実施地域名 実施予定時期　 申込締切日 募集予定人員

イルクーツク州 8 月 31 日 ( 金 ) ～ 9 月 10 日 ( 月 ) 5 月 16 日 ( 水 ) 15 名

ザバイカル地方 9 月  3 日 ( 月 ) ～ 9 月 14 日 ( 金 ) 5 月 28 日 ( 月 ) 15 名

ハバロフスク地方 9 月  7 日 ( 金 ) ～ 9 月 14 日 ( 金 ) 5 月 16 日 ( 水 ) 15 名

沿海地方     9 月 29 日 ( 土 ) ～ 10 月  6 日 ( 土 )	 6 月 11 日 ( 月 ) 15 名

中国東北地区 9 月  3 日 ( 月 ) ～ 9 月 12 日 ( 水 ) 5 月 28 日 ( 月 ) 10 名

硫黄島（第１次） 7 月  3 日 ( 火 ) ～ 7 月  4 日 ( 水 ) 5 月 16 日 ( 水 ) 100 名

東部ニューギニア 11 月 10 日 ( 土 ) ～ 11 月 17 日 ( 土 ) 7 月 25 日 ( 水 ) 30 名

硫黄島（第２次） 11 月 13 日 ( 火 ) ～ 11 月 14 日 ( 水 ) 7 月 25 日 ( 水 ) 100 名

北ボルネオ 12 月  5 日 ( 水 ) ～ 12 月 12 日 ( 水 ) 8 月 16 日 ( 木 ) 15 名

トラック諸島 　1 月 19 日 ( 土 ) ～ 1 月 26 日 ( 土 )	 10 月  1 日 ( 月 ) 15 名

マリアナ諸島 　1 月 19 日 ( 土 ) ～ 1 月 26 日 ( 土 )	 10 月  1 日 ( 月 ) 15 名

フィリピン 2 月 13 日 ( 水 ) ～ 2 月 22 日 ( 金 ) 10 月  3 日 ( 水 ) 60 名

硫黄島（第３次） 2 月 26 日 ( 火 ) ～ 2 月 27 日 ( 水 ) 10 月 17 日 ( 水 ) 100 名

ﾏｰｼｬﾙ ･ ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄﾞ諸島 　 3 月  2 日 ( 土 ) ～ 3 月 10 日 ( 日 )	 11 月  9 日 ( 金 ) 20 名

※実施時期・期間等は、相手国の都合などにより変更になることがあります。

■
法
務
局
・
公
証
人
休
日
無
料
相
談
所

　
法
務
局
職
員
・
公
証
人
に
よ
る
休
日

無
料
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
相
続
や

遺
言
、
土
地
の
境
界
、
国
籍
、
登
記
、

人
権
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談
を
受

け
つ
け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
６
月
24
日（
日
）

         

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
ア
ク
ア
広

島
セ
ン
タ
ー
街
８
階「
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
」

（
広
島
市
中
区
基
町
６
‐
27
）

問
広
島
法
務
局
庶
務
課

　
☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
５
４
０
６
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保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ



５月８日現在 届出順
企　　業　　名 募 集 職 種

● パートの募集
郵便事業(株)可部支店 郵便配達

（株）ひろし本店 食堂清掃業務
（株）さんびる ホテルのベッドメイク

農事組合法人 石本農場 卵の選卵包装・農作業
(株)ミチコーポレーション ウェブサイト制作・商品開発

ヤマト運輸(株)広島千代田センター 内勤事務
（株）スミヨシドコモショップ 千代田店 接客販売

（株）つかさランドリー クリーニング受付・コインランドリー管理
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問 北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　 ☎ ０５０－５８１２－１８５６
　 Webサイト http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

人情報コーナー求
企　　業　　名 募 集 職 種

● 正社員の募集
（医）明和会 介護支援専門員・介護職・看護師

とよひら小規模多機能ホーム 介護職
特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

（医）社団慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）
（医）社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）・介護職

（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）
丸二株式会社 食品添加物製造・梱包作業

（株）ワールドインテック 組立・解体・清掃業務
（株）大上自動車工業千代田工場 電装工・塗装工

焼肉 河九 調理
広島北ホテル 調理師・レストランホールスタッフ

石橋飲料（株）（田原温泉） ホール・客室・厨房
今井運送（株） 大型ウイング運転手（10～15ｔ）

カトウ家具工芸（有） 家具製造業
（株）児玉組芸北トンネル工事事務所 現場事務員

中国木材（株）北広島工場 原木管理・生産管理スタッフ
(株)千代田コーポレーション 縫製及び裁断

（有）八重製材所 住宅の施工管理
● パートの募集

特別養護老人ホーム やまゆり 看護師
とよひら小規模多機能ホーム 介護職
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職・調理

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー
（医）せがわ会 通所・訪問介護事業所 ヘルパー職員

(医)社団慶寿会 千代田中央病院 清掃・洗濯作業員
（株）ワークスタッフ 広島営業所 作業員

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 キャディ・ホール・厨房
西川物産（株）千代田工場 内職
（株）積水化成品山口 工場内作業

（株）ダスキンプロダクト中四国 製造
（株）タカキベーカリー千代田工場 生産（菓子製造）資材（荷受）

新広島ヤクルト販売（株） 千代田センター 乳製品販売（食品販売）
ローソン 千代田インター店 コンビニ店員

（有）種浦商店セブンイレブン広島 千代田インター店 コンビニ店員
ガスト広島 千代田店 飲食業

八剣伝 千代田店 飲食業
広島北ホテル フロント、カウンター、バーテンダー、レストラン

（株）どんぐり村 接客
（株）むさし 接客販売・調理補助

（株）フレスタサンクス店 レジ・総菜・食堂・品出し部門
（有）新見仕出し店 調理補助・販売

（株）マツヤ専門調理センター 調理補助
（株）広鉄二葉サービス 調理補助及び洗浄

グリーンホスピタリティーフードマネージメント 調理補助
へんぽこ茶屋 調理・接客

（株）Aコープ中国 Aコープちよだ店 レジ
（有）かわすみ レジ・陳列

（株）タック 交通誘導警備員
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

■各種技能講習会等の開催　　　　　　　　　
　広島県労働基準協会が土師ダム等で技能講習
会を開催します
　広島県労働基準協会が八千代町の土師ダムで
技能講習会を開催します。これらの講習会は毎
回申込みが多く、希望日に受講できない人が出
るほどの人気があります。安芸太田町の川・森・
文化・交流センターでも開催されます。この機
会に資格を取得してはいかがでしょうか。まず
は電話でお問い合わせください。
●場所
　八千代町サイクリングターミナル（安芸高田
市八千代町土師 1194-1）
　川・森・文化・交流センター（山県郡安芸太
田町大字加計 5908-2）
＊学科・実技ともにこちらで行います。
●技能講習会名称
　「高所作業車運転」
　「小型移動式クレーン運転」
　「フォークリフト運転」
●開講時間
　午前８時 30 分
　なお、詳細については、下記へお問い合わせ
ください。
問 広島県労働基準協会広島北支部
 ☎ ０８２－８１４－２３５４
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　あ

●町県民税［１期］

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　☎０８２６ － ７２ － ５５７１［相談室専用］
　☎０５０ － ５８１２ － ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Human rights 人権標語

思いやり
感謝の気持ちを

行動に

［４月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,018 人 （24 増）

    転　入 115 人

    転　出 67 人

　 出　生 10 人

　 死　亡 34 人

    世帯数 8,355 世帯 （30 増）

５月 31日（木）
●軽自動車税
●固定資産税［１期］

心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課福祉係　　　IP ☎１８５１

相談
　訪問販売で次々と羽毛布団などを買わされ、
家の中に未使用の布団がたくさんある。
　２カ月前から同じ業者が何度も来て、勝手に
部屋に上がり込み布団を置いていった。布団は
特に必要なかったが仕返しが怖くて断れず、今
まで誰にも相談できなかった。支払いは全て現
金で、業者と一緒に郵便局に行ってお金を下ろ
したこともあり、総額で 400 万円以上支払っ
ている。業者に「暗証番号を教えてくれれば自
分が下ろしてくる」と言われたこともあったが、
それは断った。契約書は 6 枚あるが、一度に
300 万円払ったものと最後に契約したものし
か覚えていない。（参考：国民生活センターWebサイト）

アドバイス
　訪問販売で高齢者に布団などを次々と購入さ
せるトラブルは絶えません。断っても強引に勧
誘するので、昼間家に一人でいる高齢者は恐い
思いをする事もあるようです。
　また、被害にあった事を恥だと感じ、誰にも
相談できずさらに被害が大きくなるケースも
多々あります。そのため、被害の広がりを防ぐ
には、周囲の見守りが大事です。家の中に物が
必要以上に増えていないか、契約書などがない
か身近な人が気を配りましょう。

訪問販売での高額布団購入！

7月 2日（月）
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広
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編
集

／
企

画
課

〒
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広
島

県
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県
郡

北
広

島
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有
田

1234
Tel 050-5812-2111　

Fax 0826-72-5242
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 http://w
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w
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n.kitahiroshim

a.lg.jp/
高原からの花便り　№88

　
爽
や
か
な
風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。
森
の
中

に
落
ち
る
木
漏
れ
日
に
は
、
瑞
々
し
い
若
葉
の

生
命
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ブ
ナ
林
の
下
で
は

ハ
ス
ノ
ハ
イ
チ
ゴ
が
花
を
付
け
て
い
ま
す
。

   

ハ
ス
ノ
ハ
イ
チ
ゴ
は
森
の
中
に
生
育
す
る
落

葉
低
木
で
す
。
八
幡
高
原
に
見
ら
れ
る
キ
イ
チ

ゴ
の
仲
間
で
は
大
型
で
、
高
さ
は

１.5
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
葉
の
付
き

方
で
、
人
の
顔
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
葉
を
、
少

な
い
数
だ
け
付
け
ま
す
。
大
き
な
葉
を
付
け
る

こ
と
は
効
率
的
に
も
見
え
ま
す
が
、
風
に
煽
ら

れ
て
破
れ
た
り
、
葉
の
柄
が
折
れ
た
り
す
る
こ

と
が
心
配
で
す
。
ハ
ス
ノ
ハ
イ
チ
ゴ
が
大
き
な

葉
を
付
け
ら
れ
る
の
は
、
ブ
ナ
林
の
環
境
が
安

定
し
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ハ
ス
ノ
ハ
イ
チ
ゴ
の
名
前
と
な
っ
て
い
る

「
蓮
の
葉
」は
、
葉
の
付
き
方
を
表
し
た
も
の

で
す
。
多
く
の
植
物
で
は
柄
は
葉
の
端
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
が
、
ハ
ス
ノ
ハ
イ
チ
ゴ
の
葉
柄

は
、
葉
の
裏
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
付
き
方
を「
盾
状
に
付
く
」と
言
い
ま
す
。

　
大
き
な
葉
に
隠
れ
て
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、
葉

の
下
に
咲
く
花
も
大
型
で
、
花
弁
を
開
く
と
５

セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
り
ま
す
。
白
い
花
弁
の
中
に

は
た
く
さ
ん
の
雄
し
べ
と
、
そ
の
真
ん
中
に
た

く
さ
ん
の
雌
し
べ
が
あ
り
ま
す
。
キ
イ
チ
ゴ
の

果
実
は
半
透
明
の
粒
が
集
ま
っ
て
で
き
て
い
ま

す
が
、
実
に
付
い
て
い
る
一
つ
一
つ
の
粒
と
同

じ
数
だ
け
、雌
し
べ
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ハ
ス
ノ
ハ
イ
チ
ゴ
は
、
白
く
て
細
長
い
実
を
付

け
ま
す
。

　
キ
イ
チ
ゴ
の
仲
間
に
は
、
枝
に
刺
が
あ
る
こ

と
、
5
枚
の
花
弁
を
持
つ
こ
と
な
ど
、
共
通
の

特
徴
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
一
番
覚
え
や

す
い
、
そ
し
て
楽
し
み
な
特
徴
は
、
ど
の
種
も

実
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
キ
イ
チ
ゴ
の
仲

間
で
な
く
て
も
、「
し
ば
い
ち
ご
」や「
か
き
い

ち
ご
」な
ど
の
地
方
名
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

イ
チ
ゴ
は
美
味
し
い
果
実
の
代
名
詞
に
な
っ
て

い
ま
す
。
味
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
キ
イ
チ

ゴ
の
実
は
、
ど
れ
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
の

で
す
。

　
こ
う
書
き
な
が
ら
、
僕
は
ま
だ
ハ
ス
ノ
ハ
イ

チ
ゴ
の
実
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い

つ
か
は
そ
の
味
を
確
か
め
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た

山
に
足
を
運
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

未だ出会わず、ハスノハイチゴ


